













  はじめに 
  鳥取大学の全学共通科目（基幹科目）の人文・社会分野は、平成 29（2017）年度のカリキュラム
改革によって自由選択から選択必修へと変更された。まず同年度には地域学部・医学部（生命科学・







意義――」本誌・第 24 号 2019 年）、今回は後者の質的統一の問題を考察したい。 
 以下、〔Ⅰ〕本学の教養教育における改革の経緯、〔Ⅱ〕文部科学省・中央教育審議会の各種答









 （１） 鳥取大学における教育改革 
 平成 3（1991）年度の大学設置基準の改正＝「大綱化」（教育課程編成の自由化）を契機として、
鳥取大学の教養教育は概ね次の３つの段階を経て再編された（詳しくは、拙稿「全学共通科目にお
ける人文・社会科学の現状と課題」本誌・第 21 号 2016 年）。 
①  平成 13（2001）年度改革：主題科目の導入 


















































授業科目を並行して開設したり（月曜は A 教員、火曜は B 教員など）、あるいは複数の教員が同じ




 （２） 授業内容の標準化 
 次に授業内容の共通化・標準化の是非をめぐる学内の議論を振り返りたいが、この点については
文系教員と理系教員との間で、明らかに見解の違いが存在しており、以下順に確認しよう。 


































































委員会で承認され、令和 3 年度の開設授業から適用されることになった。 
 
〔Ⅱ〕文部科学省・中央教育審議会の答申と高等教育の動向 









 ① 戦後改革：一般教育の創設 























強く求められることになった。この動きが 90 年代の一大変革へとつながる。 
 ② 1990 年代：一般教育の廃止＝軽視 
 大学教育をめぐる以上の要請に対処するため、中央教育審議会の下部組織として、昭和 62（1987）
年に「大学審議会」が設置され、1990 年代に一連の答申をまとめている。 












































 ③ 2000 年代：教養教育の復活 
 平成 13（2001）年の中央省庁再編によって文部省は「文部科学省」へと改組、大学審議会は中央
教育審議会の「大学分科会」へと再編され、以後後者が答申の主体となる。 









































 ④ 2010 年代：教養教育の質的保証 












































 ① 機関別認証評価 

































  続いて学術会議は平成 26（2014）年に「大学教育の分野別質保証委員会」を設置し、教育・学問


















































































〔Ⅲ〕第 66 回・中国四国地区大学教育研究会 
 最後に平成 30（2018）年度の「中国・四国地区大学教育研究会」における議論を紹介したい。 
この研究会は中国・四国地区の大学（国公立・私立・短大を含む）を会員とし、毎年１回、国立
大学を当番校として行われるもので、教養教育に関する意見交換・情報共有を目的としている。中
四国地区の国立大学は 10 校あるため、10 年ごとに世話役が回ってくるが、平成 30 年度は鳥取大学
が当番校であった。研究会は 6 月 2 日（土）・3 日（日）の２日間行われ、１日目は全体でのシン
ポジウム、２日目は分野ごとの７つの分科会である。このうち「人文・社会科学分科会」では、主
催大学である鳥取大学の試みを問う意味でも、授業内容の標準化をテーマの１つとして掲げること
にした。なお研究会が実施された 2018 年 6 月は、まだ「グランドデザイン答申」が出る前であっ














提案大学（ 鳥取大学 ） 






 ① 特定の教員が、毎年担当している。 
 ② 特定の部局（あるいは組織）の教員が、交代で担当している。 



















 問１ 授業科目の担当について 
 ① 特定の教員が毎年・・・・・・・・・・・２３校 
 ② 複数の教員が交代・・・・・・・・・・・・４校 





 問２ 授業科目の内容について 
 ① 担当教員の裁量、独自の内容・・・・・・２３校 
 ② 担当教員で調整、共通の内容・・・・・・・３校 
 ③ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・９校 
 
 問３ 授業内容の統一化・標準化をめぐって 
 ① どちらかというと好意的であるもの・・・合計２校 
 ・教員中心の編成から教育理念に沿った科目編成への転換を検討中である。（国立） 
 ・目的・妥当性が共有できれば難しくはない。（私立） 














 問４ 教養科目・専門科目の差別化をめぐって 











































































 令和 3 年度から全学共通科目の人文・社会分野において、担当教員の裁量による授業内容の編成
が始まるが、この２つの問題をいかに両立してゆくかが今後の課題である。 
 
－ 16 －
